
法曹二者トークイベント「 検事「 弁護士をもっと知ろう＠龍雲中学校」

を開催しました！ 

 令和７年２月２７日（木）に、高松市立龍雲

中学校において、法曹二者トークイベント＠龍

雲中学校を開催しました。 

 今回のイベントは、法曹三者から検事と弁護

士が参加し、それぞれの仕事の魅力や役割を伝

えることによって、参加した中学生に、身の回

りの法律や法曹に興味を持ってもらうきっか

けとすることを目的として開催しました。 

今回のイベントには、１年生から３年生まで、合計３５名の生徒の皆さんがご

参加くださいました。 

事前に、生徒の皆さんは、「 法曹二者「（検事「 

弁護士）」というものを初めて知るという方も

多いとお聞きしていましたので、初めての方で

も分かりやすいように、クイズを交えながら、

検事 弁護士の役割や魅力についてそれぞれお

話しさせていただきました。 



 当庁総務部長からは、『警察と検察の違い』『検

事の捜査や裁判での役割』といった検事の仕事内容

についてお話しするとともに、検事の魅力について

 警察と一緒になって捜査をし、事件の真相を解明

するように努めるとともに、被疑者が犯した犯罪に

ふさわしい刑罰を裁判官や裁判員の方々に下してもらえるように裁判で立証し

ます。その結果、ふさわしい判決が得られることにより、犯罪で被害に遭った方

やご遺族の方々のやり切れない思いなどに少しでも報いることができればよい

と思います。また、被疑者を裁判にかけるよりも、立ち直りに期待するなどして

裁判にかけない方がよいこともあります。このような判断をすることができる

立場にあるのは、検察官だけです。」などとお話しさせていただきました。 

イベントには、香川県弁護士会から馬場弁護士も参加されており、弁護士につ

いて「 法律を使って社会の様々なトラブルを解決する仕事」として、その魅力に

ついて熱心にお話しされていました。 

 それぞれの職務の魅力についてお話しした後は、生徒の皆さんからの質問に

お答えする時間を設けました。 

 生徒の方からは、 検事と弁護士は仲が悪いんですか？」 六法全書は暗記し

ていますか？」 どうして検事や弁護士になろうと思ったんですか？」などたく



さんの質問をいただきました。 

 また、生徒の方から六法全書について質問があったことから、せっかくの機会

ですので持参した六法全書を 1 人ずつに見ていただいたところ、 字が小さす

ぎて読みにくい！」 こんな名前の法律初めて聞いた！」 分厚いし、重すぎる！」

などとても新鮮な反応をいただき、会場は大盛り上がりとなりました。  

 イベント終了後、生徒の皆さんからは、 弁護士や検事は自分にとって遠い存

在だと思っていたが、意外とそうじゃないんだと思った。」 自分が気になって

いたことが分かった。知りたいこと以上のことを知ることができた。」 楽しく

学ぶことができて良かった。これからに活かしたい。」など、嬉しい感想もたく

さん頂戴しました。 

 今回のイベントを通じて、少しでも検事「 弁護士を身近に感じていただき、そ

の職務への理解を深めていただけたのであれば、とても嬉しく思います。 


